On the Noise. by 伊吹 克己
雑音について 































































〔 3 〕 
ついでに有名な The New Grove Dictionary of Music and Musicians3 では、
Sound の項目を引くと「The article gives an introduction to the scientific 
aspects of sound.」という説明がいきなりある。何ごとかと思うと、「For 
information on related topics see ACOUSTICS, HEARING AND 






















































































































































































































































































































〔 13 〕 
                                                                 
1『音楽とは何か』カール・ダールハウス、ハンス・ハインリッヒ・エゲブレヒト[杉橋
陽一訳]、シンフォニア刊、1992 年、p31 
2 音楽之友社刊 1991 年 1 月刊 
3 Oxford Univ Pr 刊; 2 版 (2004/1/29) 





6 これを全文フランス語で表現すると、「Un signifiant représente le sujet pour un autre 
signifiant．」となる。ラカンの論文集『エクリ』（1966）や彼の講義録『セミネール XI』
（1964）を参照のこと。 
7『大作曲家とその時代シリーズ ベートーヴェンとその時代』、カール・ダールハウス
著、杉橋陽一訳。西村書店刊、p88 
8『内的時間意識の現象学』、谷徹訳、ちくま学芸文庫版、p120 
9 同上 
10『内的時間意識の現象学』、谷徹訳、ちくま学芸文庫版、p195 ここで「出来事過程」
と訳されているのは、原文では Vorgang。 
